
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運動領域研究授業を終えて 

 7 月 14 日（火）に、運動領域の研究授業「５学年：キャッチバレーボール」を行いました。前年度からの継

続研究ということで、昨年度の課題をもとに授業に取り組みました。8 時間の学習計画のうち、オリエンテーシ

ョン 1 時間、前半 3 時間と後半 4 時間の計画で進めました。前半は「知識・技能」の習得に重点を置き、後半

はゲームを通して「思考・判断・表現」を高めることを意識して授業を行いました。 

 単元を通して、作戦やゲームの進め方に関する動画を視聴する時間と昼休みに体育館でキャッチバレーボー

ルをしながら遊ぶ時間を設けました。その結果、自分たちが気付いた課題等を振り返る時間が確保できました。

また昼休みの時間には、進んでアタックの練習や練習試合を行う姿が見られました。 

 単元全体を通して、子どもたちが意欲的に授業に取り組む姿が印象的でした。 

 研究授業の課題としてあがったことは、学年の繋ぎを意識した体育の年間指導計画を作成し実施していくこ

とが技能面の向上に繋がるということでした。 

 今回の研究結果をもとに、九州大会と沖縄大会の誌上発表資料を作成しました。協力いただいた先生方、本当

にありがとうございました！ 

石垣市立大浜小学校 教諭：大城 良太 

アカハチタイムでの話し合い活動① 

アカハチタイムでの話し合い活動②  

昼休み時間を利用してのアタック練習 昼休み時間での練習試合の様子 


